














はじめに 

新生児壊死性腸炎(以下 NEC)の発生における risk factors としては,従来,主に腸管の

isohcmia をおこすような要因がいくつか想定されてきた。たとえば,新生児仮死,RDS,反復

性無呼吸発作,臍カテーテリゼーション,交換輸血,授乳過多などである。しかし,これらは,

いずれもNECにおいて高頻度に認められるということであって,NECの発生に真に関与して

いるかは明らかでなかった。 

この 2,3 年,これら risk factors が NEC の発生に有意に関与しているかどうか cohtrol 

study によって検討している報告が海外ではいくつかみられるようになった 

本邦では,まだこのような報告はないようである。そこでわれわれは今回,出生体重 1,000g

以上 1,500g 未満の群に限って,control study を行ってみた。その結果を以下に報告する

。 


